
瑞

捜

第
十
二
懸

ら
れ
､

節

二
粁
秘
光
子
侍
の
作
況
な
り
べ
て
f
掴
粒
u
の
田
征
と
洗
棚

の
苅
田
の
変
成
か
朋
に
L
ら
れ
た
0
,
,の
節
添
付
す
る
LLi
封
河
水
抑
問

題
が
め
る
｡
育
代
の
伏
流
託
と
.
元
代
的
盤
の
焚
践
私
の
べ
JJn
れ
た
o

節
三
約
に
は
肝

附
と
井
川
.似(諭

し'
抑
塙
人
の
郡
邑
及
び
m
野
郎
別
法

が
評
越
さ
れ
p
川
代
の
肝
附
及
非
m
t
克
子
の
非
地
制
が
り
べ
て
み
る

こ
の
節
は
抑
懇
尺
鹿
蹄
考
の
地
割
諭
の
足
ら
ざ
る
伊
か
棚
ふ
も
の
で
あ

っ
て
.
予
化
繊
希
の
j
Jの
.怨
む
歩
埠
せ
ら
れ
ん
こ
う
か
肝
る
の
余
が
切

で
あ
る
｡
抽
出
の
文
･顎
と
文
串
と
は
六
ケ
赦

い
JJJAi
ふ
=
と
で
あ
る
が

こ
れ
私
淑
み
=
な
す
や
う
で
な
-
て
ほ
'
取
持
の
人
文
地
弧
は
桝
に
さ

れ
幻
で
あ
ら
う
こ
と
を
附
首
す
る
.
(脇
田
}

o
韓
鹿
層
線

訓
話

糾
秋
月

露

語

郎
習

本
啓
は
杓

磁

軸
iiが
､
純
額
の
ー倣
収
に
乾
文
や
血
林
に
執
筆
さ
れ
た

J
め
褒
見
放
し
ii
-
句
で
あ
る
｡
耽
む
る
仰
げ
二
十
八
締
､
そ
の
中
人

文
地
域
に
槻
し
た
-
の
が
番
い
'
節

7
珊
卑
隔
叫
考
ほ
常
時
の
掛
非
私

鹿

か
し
た
む
め
で
あ
り
僚
桝
土
紺
考
と
弗
に
我
上
古
私
邸
ぷ
･J,の
1
必

朗
の
文
字
で
あ
る
0
新
鮮
旋
知
立

巡
地
神
'
明
光
北
揃
域
緋
鶴
や
､
緒

朝
地
托
巧
な
ど
に
､
我
餌

の
根
の
財
で
あ
ら
う
と
考

(
ら
る
･̂
P
米
田

の
鮮
北
地
力
私
撰
ぶ
も
の
1
参
考
で
あ
り
､
宋
音
開
脚
の
悌
散
の
如
き

鞄
問
の
帥
蒲
と
榊
係
が
拭
い

の
も
そ
の
証
太
で
あ
る
O
本
番
に
は
獅
王

-

亥
及
紳
王

事
の
考
紀
か
あ
る
'
=
れ
に
4･i
つ
て
笈
放
人

の
命
猫
戊
甘
博

欝

静
iJ
Y
あ
る
'
こ
れ
も
地
名
防
究
家
の
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
卦
字

で
あ
る
O
地
現
尉
家
数
日仙界
に
よ
っ
て
.
支
那
音
代
地
酎
嬰
の
敬
治
わ

し
ひ
'
輩
浪
政
齢
塞

け
･i
つ
.で
.
TE
代
の
発
細
粒
麗
し
､
鱒
人
石

解
掴
班

壱

二

六

六

考
に
よ
っ
て
十
二
支
糾
億
と
毎

の
迦
抑
秒
間

C
-
す
る
を
知
る
が
如
き

本
省
か
ら
串
ぶ
.t
き

J～
hH
多

い
｡
人
文
地
割
撰
者
に
そ
の
閲
腰
TtA
す

1
め
る
O
(瀕
田
)

o
撃
尚
曲
線
臨
地
囲
及
説
明
昏

窮

新
駅
馴
研

定
借
七
十
五
錦

倍
絵
致
背
骨

小
併
上
的
部
骨
が
本
別
挑
韓
i11に
依
願
し
て
､
中
部
地

脚
及
地
質
脚

か

つ
-
リ
始
め
た
り
は
五
年
以
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
'
小

野
三
jE
氏
が
永
い
閉
そ
の
淑
脚
に
努
力
し
た
,JJJrも
多
き
か
つ
た
.

出

衆
上
っ
て
見
る
と
.
そ
の
琴
南
曲
線
の
白
地
脚
が
'
い
か
に
-
美
代
し

い
の
で
.
こ
れ
に
よ
っ
て
地
形
の
稔
明
を
嘩
ぶ
-
の
1
薬
に
L
i1
め
が

不
等
で
あ
る
｡

愉
廻
地
形t
の
頻
り
や
'
噺
暦
地
形
､
山

の
地

形
'
谷
の

地
形
'
火
山
地
形
と
い
つ
iI
も
の
が

各
其
伸
也
私
し
め
し
て
ゐ
る
部
分

に
よ
っ
て
い
か
に
之
み
融
仰
す
べ
き
か
'
之
に
よ
っ
て
い
か
に
地
租
が

班
骨
さ
れ
る
か
と
い
ふ
=
と
が
詳
碑
,1
読
め
し
て
あ
る
､
予
は
本
番
Li

よ
っ
て
中
興
枚
な
ど
で
地
形
布
教
ふ
る
際
の
手
引
に
L
ら
れ
る
=
と
の

盛
ん
に
な
ら
ん
こ
と
み
斬
っ
て
､
そ
の
相
調
な
す
1
め
る
｡
街
石
田
釈

上
り
の
地
相
が
如
め
て
旅
僧
で
同
省
柘
か
ら
頒
布
さ
れ
て
ゐ
る
=
と
は

約
番
の
旺
'1
知
れ
る
盛
り
で
あ
る
｡
(藤
川
)
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◎
安
静
蹄

鎚糾脱
相野

蛾氾
省

四
月

○
虫
助
名
勝
天
助
紀
愈
働
訊
恋
報
償

鹿

凹
舶
(
天
助
紐
愈
物
之
部
)

山
梨
掛

川
月



笛
士

北
嘘
の
灼
常
陽
砥
(石
原
初
太
郎
)

市
士

北
部
の
灼
･=訂
樹
型
(前
原
和
木
郎
)

苅
山方
瀦
脈
(
市
坪
初
太
郎
)

私
財
八
侭
(
石
原
初
太
郎
)

○
射
演
呼
的
火
韓
地
が
研
究
史
轍

節
六
幼

四
月

昭
利
二
年
丹
後
地
褒
孜
の
水
準
州
盈
成
灘
の

7
桝
稗

(英
文
)
(坪
井
瓜
二
)

潮
汐
の
負
榊
に
よ
る
地
叫桝
の
傾
斜
越
取

(英
文
)
(高
椅
鞄
太
郎
)

砂
厨
の
桐
塊
に
関
す
る
兜
禦

琴

南

)束

文
)
(奇
EI
坑
彦
P
宮

部
拭
巳
)

地
謡
鞭
也
の
榊
巧
に
就

い
て
(英
ぎ

(粒
灰
峡
平
'
南
山
威
聖

地
餌
の
照
仰
の
他
紀
と
他
罪
淡
の
樽
柿

球
皮
と
ね
求
め
る
開
法

(英
文
)

(帯
締
粕
大
鞘
)

丹
後
地
袋
の
砕
tma
料
測
調
教
報
骨
(警

報
)
(
那
荊
信
治
)

○
滞
米

約
十
中
節
五
幼

託
月

支
那
腔
比
の
僻
村
に
就
て
(
二
)
(
E
申
忠
夫
)

0
滴
栄

茄
十
咋
妨
心
髄

七
月

旗
帖
口
の
約
都
と
旗
帖
城
の
位
禁

止
)
(偽

田
好
)

O
.中
央
紙
貌
小拙
政
文
虫
故

節
二
怨
節

叫
班

三
月

s
hiE
o
w

a
n
d

d
eep

e
arth
q
u
ak
es
(2
nd

p
ap
er)

(K
.W
a

dat
i)

N

o
t

e
o
n

t
h
e

N

or
t
h

l
P･rLgO

e
a
r
t

h
qu
a
k
e

o
f

M

a
l

Ch

7,
1E･27.
(S
.I
.
K

u

riit
om
i)

o
申
袈
単

軌
速
職

文放散
堕

T*
節
こ
班

三
月

新
h
賓

即

軸

Qnt

h
e
′zng
ti
on
of
air
n
eal
-he
earth
J
s

slu
face･

･(Y
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isim
ar
u

)

A

m

athem
aticaZ

inves-ig
l
t
i
o
n

o
f

f
.n

e

u
nd
e
r
g
r

ou
nd

tem
peratu
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ob
serve
d

wi

t
h

e
a
r

th
･th
erm
o
m

eter･

(

Y
,
K
odaila)

o
n
th
e
b
eh
avi･o
r
o
f

i
in

es
o
f

d
is
c
o
n
t
in

l
ity､
cyclon
es

a
n

d
t

y･p
hoo
n
sI
in
th

ゆ

VIcinit
l

O
f

J

ap
an
･

(S
.
F
u
jiw
ara)

○
料
率

知

識

飾

九
懸
節
五
班

五
月

勧
め
て
菅
人
の
限
LL
梱
れ
た
有
史
以
前
の
E
獣
(大
鳥
正
塑

○
科
挙
知
祇

第
九
番
第
七
班

七
月

糖
界
的
に
珍
し
い
清
ii山
の
熔
岩
樹
禦

石
灰
初
太
郎
)

北
支
那
の
風
土
(木
名
肘
桧
詩
)

◎
輔
俺
轡

扇

ス
〝
調
査

商
工
懲
銀
山
捕

昭
和
三
年
十
月

◎
升
筏
地
分
斑
災

地

役
轄

蒜

三
角
洲
盈
記
離

陸
北
洲
虫
部

三
月

◎
丹
後
地
方
館
災
地
役
琴

毎

三
角
洲
盈
記
事

任
地
糾
鹿
部

五
月

○
地
既
研
究
所
塊
列

節

7
幼

国
立
中
央
研
究
院

7
･九
二
八
年
十

7
月

湖
北
陽
新
大
冶
柳
城
之
地
質
磯
蕗

(難
皮
相
'
位
相
整

○
地
質
研
究
所
放
列

琴

義

二

九
二
八
年
十

7
月

湖
北
大
治
都
城
関
新

7
珊
火
成
岩
之
秤
禦

何
作
警

o
地
質
桝
光
析
紙
剤

讐

哀

完

二
八
咋
十

方

湖
北
純
朴
窮
免
成
鮎
川
栄
樹
武
目鼻

糎
地
讐

李
挫
)

o
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e
G
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l
S
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C
h
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地

.

球

節
十
二
令

･
A
p
ri
t,

G
e.0
1品
ic
a
l
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T
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a
issan
ce
o
f

W
estern

K
u
eic
lT.ou
.

(S
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S
,
Y
o
b
)

G
etBJo
g
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c
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i
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s
a
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S
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K
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o
u
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(S
,
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Yo
h
)

N
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o
n

t
h
e

g
e
o
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g
y
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e
P
ou
M

u
C

hurLg
o
il

f
ie
ld
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r
K
u
eiy
u
n
g
一
K
u
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h
ou
P

ro
v
in
ce
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(S,
S
,
Y
o
b
)

C
o
p
p
er

o

res

of
S･E
･
H
u
pe
i
(fL
T
･
Le
e
)

G
e
o
io
g
y
o
f
K
a
ip
in
g
b
asitt
an
d
its
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vi
ro
n
s

･

(Y
.
T
.
C
h
a
o
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.
Y
,

L
e
e
a
n
d
T
.

F,
Hou)

O
P
al
aeo
n
to
lcg
ia
S
in
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a
,
S
e
r
i
e
s
B
,
V
W
･
2
3
･
F
u
sc･
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D
ec.
19
28.

C
r
e
tac
e
o
u
s
fossil
in
sects
o
f
C
h
in
a.
(C
.
P
in
g
)

O
P
a
laeoTM
ologia

S
in
ic
a.
Se
ri
e
s

a
,
V
o
l,
2
,
F
asc,
2
,

P
ah
eoNOic
C
o
rals
of
C
hin
a
P
a
rt
i
,
T
e
tra
sep
tat.a.

(A
.
W
I
G
ra
bau
)

◎

T
九

二九
年

収
天

文
年
鑑
天
文
同
好
骨
綱

新
光
政
数
行

四

月

■

定
借

1
脚
五
〇
銭

○
石
納
特
報

第

六
〇
五
餅

六
月

北
柏
大
石
油
事
業
の
近
況
に
就
て
(
申
血
流
次
)

○
石
的
時
報

第
六
〇
大
鶴

七
月

他
罪
石
油
北
総

雅
(
上
)
(
松
描
倦
太
郎
)

○
水
路
t｡B(軸

節
八
年
第
八
幼

七
月

都
田
馳

三
〇
四

六
八

仁
川
盗
北
大
泊
及
パ
ラ

オ
に
放
け
る
昭
利
三
年
磁
束
視
聴
測

(村

元
朝

こ

○
筑
紫
前
祝
餓
米
蓑は
各
月
報

第
二
五
番
第
三
〇
〇
親
六
月

火
成
･:有
に
よ
り
て
凝
他
せ
る
石
茨
の
エ
光
分
析
軸
管

(
上
給
餌
次
郎
)

O
H
本
焼
柴
骨
従

姉
四
五
容
節
聖

二
C
幼

六
月

柵
卯
石
油
米
紙
湛
(
趣
搾
悼
太
郎
)

地
質
時
代
と
石
油
の
鐙
榔
(
大
村

1
歳
)

日
本
油
田
の
地
蟹
及
鋭
蘇
(大
村

1
赦
)

北
樺
太
の
石
油
銑
柴
(山
剛
史
慈
)
･

和
田
牌
の
石
油
銑
米
(
谷
口
源
召
'
山
方

幡
春
代
志
)

英
樹
石
帥
銃
莱
及
技
術
(
上
野
串
作
)

◎
日
本
案
内
記

兼
北
蹄

鉛
逝
省

三
月

○
地
学
郷
諒

解
四

7
年
節
四
八
五
班

七
月

受
郡
古
代
に
於
け
る
中
央
虚
柵
斑
の
賛
成
路
に
就
て
(
T
)
(
小
川

嫁
治
)

盗
潤
桃
闘
蛮
地
の
磯
暦
に
就
て
(市
川
緋

こ

嵩
原
火
山
第
滴
漉
節
三
紀
厨
l1
故
月
せ
る
伊
謂
化
石
三
枚
石
r1
就

て
(
こ

(
田
山
利
三
郎
'
新
野
弘
)
.

滴
極
太
淡
田
の
層
位
に
就
て
(
≡
)
(今
非
牛
次
郎
)

-

河
南
省
地
質
巡
見
記
(
四
)
(
波
速
久
苦
)

蕗
図

エ
ム
バ
油
田
(
千
谷
好
之
助
)

○
ゲ
ヰ
ナ
ス

節

丁
傘
燐
三
班

五
月

館
山
滑

底
権
月
撤
調
査
(
二
)
(藤
田
正
､
恩
田
徳
釆
)

日
本
産
有
毅
軟
飽
御
物
触
日
銀
(
こ

(
熱
田
穂
*
)



○
朝
鮮
錦
柴
愈
々
報

節
七
七
髄

五
月

地
質
図
の
恐
方
(
7
)
(.向
江
也
)

節
七
八
幼

六
月

南
満
洲
の
錬
策
現
況
(
三
韓
正
典
)

地
質
樹
の
訊
方
(
二
)
(向
江
盤
)

第
七
九
耽

七
月

地
質
樹
の
前
方
(
≡
)
(向
江
生
)

〇
日
本
数
蘭

節
八
番
節
八
幼

八
月

山村
塊
分
化
略
訟
(本
間
不
二
功
)

○
朝
鮮
餓
光
食
詰

第

7
二
容
節
こ
雛

六
月

朝
鮮
に
於

げ
ろ
石
淡
(
〓

(訣
水
車
こ
)

○
我
等
の
北
鞘

第
二
脅
約
六
狭

六
月

布
峡
(巾
跳
甘
六
郎
)

○
地
質
串
難
詰

節
三
六
番
節
凹
三
〇
跳

七
月

隠
岐
桔
後
の
地
質
蝉
的
粕
に
岩

石
準
的
耶
光
(
七
)
(･JL･3
川
達
)

柿
大

内
州
淡
川
に
於
け
,C.内
淵
暦
と
水
洗
厨
と
の
鯛
係
に
拙
い
y

(
川
岬
肝
)

○
地
坪
雑
誌

節
凹

7
年
鰐
川
八
六
鶴

八
月

北
方
文
地
軸
詰
り
僻
命
(Bi･*
多
串
椅
)

棒
大
抱
の
地
形
及
び
地
袋
Li
柑
す
る
数
関
越
(徳
川
山

こ

細
大
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迎
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狩
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滞
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